
行
革
第
二
の
夕
張
市
に
な
ら
な
い
た
め
に
…

│
│
議
会
行
財
政
改
革
推
進
特
別
委
員
会
を
設
置

議会では、12月定例会において、「議会行財政改革推進特別委員会」を設置しま
した。委員は10名。
会津美里町の行政は、振興計画や行革大綱に基づいて行われています。行政は、
町と議会の両者の協働により進められるべきものであると考え、そこで議会とし
ても調査研究を行い、その結果をもとに、財政状況を見据えて、議会としての提
言を町に提出していきたいと考えている。
設置後、委員会としての取り組みとして、まず19年度予算編成に向けて、19年
度重点事業について調査することにしました。グループごとの調査研究課題は、
小学校関連事業（総務文教グループで調査）・特別養護老人ホーム建設事業（厚
生グループ）・横町門前町整備事業、ミュージアム建設事業（産業建設グルー
プ）・情報連絡設備整備事業（行革委員全員）。それぞれに町より聞き取りを行い、
各グループで話し合い、その調査結果を委員会へ提出しました。行革委員会では、
各グループの調査結果をもとに、審議し、委員会としての結論を出し、さらにそ
の結論を議員全員協議会の中で再度審議し、議会の総意を得て、議会から町へ提
言書を提出しました（P７参照）。
この議会からの提言書により、19年度予算編成に多大なる影響を与えることは
間違いないと思います。合併により、町が早急に取組まなければならない事業は
たくさんあります。財政が厳しいこの時代、急いでばかりではなく、時間をかけ
て見直してみることも大切なのではないでしょうか？

杉本文江委員、鈴木繁明委員、横山知世志委員、元木博人委員、歌川幸喜委員
善澄　満委員、高畑四郎副委員長、石橋史敏委員長、武藤康弘委員
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議会行財政改革推進特別委員会

根本謙一委員



│
│
こ
の
委
員
会
の
ね
ら
い
・
目
的
は
？

町
（
執
行
体
制
）
の
ひ
と
り
歩
き
を
抑
制
す

る
こ
と
と
、
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
増
し
、

健
全
な
行
財
政
に
す
る
こ
と
で
す
。

│
│
町
に
提
言
し
た
内
容
に
は
、
過
去
に
議
決

し
、
推
進
し
て
き
た
事
業
の
凍
結
も
あ
る
が
。

今
ま
で
の
行
政
は
、
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た

ら
、
時
代
が
変
革
し
よ
う
が
、
財
政
が
悪
化
し

よ
う
が
、
後
を
振
り
返
ら
ず
に
や
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
の
時
代
、
そ
れ
で
い
い
ん
で

し
ょ
う
か
？
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
、「
本
当
に

こ
れ
で
い
い
の
か
」
と
検
証
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
第
２
の
夕
張
市
に
な
ら
な
い
た

め
に
も
。

│
│
今
後
の
展
開
は
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

財
政
、
税
制
、
公
の
施
設
の
維
持
管
理
費
、

財
産
の
把
握
等
の
調
査
を
し
、
あ
る
程
度
ま
と

め
て
、
中
間
報
告
書
を
作
り
、
町
に
提
言
し
て

い
き
ま
す
。
又
、
住
民
の
中
に
入
っ
て
い
き
、

説
明
会
も
や
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
│
最
後
に
委
員
長
か
ら
読
者
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
。

地
方
自
治
と
は
、
簡
潔
に
言
え
ば
「
自
分
の

町
は
自
分
で
守
る
」
す
な
わ
ち
、「
自
分
た
ち

で
負
担
の
責
任
を
負
う
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
サ
ー
ビ
ス
は
高
く
、
負
担
は
低
く
」
な
ど
と

い
う
魔
法
の
杖
は
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護
保
険
が

い
い
例
で
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が，
最
近
の
夕
張
の
問
題
、

前
福
島
県
知
事
の
事
件
は
、
私
か
ら
言
え
ば
、

「
も
の
言
わ
ぬ
議
会
」
の
責
任
が
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
行
革
特
別
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、現
状
の
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
、

町
民
全
員
で
考
え
、
あ
る
べ
き
方
向
性
を
探
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
最
大
の
行
政
改
革
は
、「『
住
民
が

税
金
の
使
い
方
、
使
わ
れ
方
に
関
心
を
持
つ
』

こ
と
で
あ
る
。」
と
私
は
考
え
ま
す
。

議会から町へ行財政改革推進特別委員会の提言書を提出（平成19年1月23日）
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自
分
の
町
は
、
自
分
で
守
る

│
│
石
橋
史
敏
行
財
政
改
革
推
進
特
別
委
員
長
に
聞
く



≪　提　言　≫
重点事業名

● 情報連絡設備整備事業

● 本郷第一小学校校舎耐
震診断事業及び同校下
水道加入工事

● 特別養護老人ホーム建
設事業

● 横町門前町整備事業

● ミュージアム建設事業

事　業　の　内　容

・新鶴地区の防災行政無線の老朽化
・高田、本郷地区の防災行政システ
ム未整備
・情報通信地域格差の是正対策
・行政事務の効率化、高度化
このような各種課題の一体的な対

応を図る。

耐震診断とは、計画的な事業であ
り、本郷第一小学校については、体
育館は旧町時代に診断済。
下水道加入工事も計画的な事業で

ある。本郷第一小学校の場合、本郷
第二小学校との統合を踏まえ、19年
度に加入工事を行う計画である。

待機者が400名を超える中、特別
養護老人ホームが新鶴地区には存在
しないことから、旧村時代から建設
が望まれていた。そのようなことか
ら、19年度の重点事業として位置付
けられていた。
この事業は、建設地は町より無償

により貸付。建設・運営等について
は事業者を公募し、行うこととなる。
建設により、経済効果はあるもの

の、保険料増への影響があると思わ
れる。

伊佐須美神社より、高田地区中心
部を門前町通りとして整備し、昔の
賑わいを取り戻すため、１年を通し
誘客できる道づくりをし、商店街へ
の回遊性を高め、消費活動の活性化
を図る。
また、新鶴地区・本郷地区のアク

セス道路として、地域振興に寄与す
る路線として早期に整備を図る。

会津本郷焼や関連する資料等は、
民間の美術館・インフォメーション
センター２階・旧資料館に展示され
ている。しかし、それぞれに機能が
明確でなく、分散配置されているた
め、観光交流ネットワークを整備す
る上で、新たな施設（ミュージアム）
の建設が望まれる。

提　言　内　容

当該事業については、議会として
の理解がまだ不充分のため、検討を
要する。

本郷第一小学校と本郷第二小学校
の統合については、町村合併時には
無かった問題である。本郷第二小学
校地域の保護者は「対等の立場での
新設校での統合を望んでいる」との
話もある。
平成19年度は事業への二重投資を

避けるためにも、統合に係る既設校、
新設校の問題もふまえ、事業を再度
検討するため、これらの事業・工事
を1年間凍結すべきと考える。

保険料負担の試算が微増のため、
待機者ニーズもふまえ、事業の推進
を求める。

平成19年度事業計画の中で、道路
改良、街灯施設、無散水消雪施設の
整備については、推進すべきものと
思われる。それ以外の事業について
は、投資効果並びに観光客のニーズ
にマッチするか大変疑問の点が多
く、再度検討するため、事業そのも
のを1年間凍結すべきと考える。

事業による経済効果や美術館の管
理運営の内容が不透明な中で、平成
19年度の美術館の用地取得について
は、大変疑問な点が多く、再度検
討・審議するため、1年間凍結すべ
きと考える。
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